
失敗しない「人と組織」－なぜ組織は過ちを繰り返すのか 

フジサンケイ広報フォーラム2月の月例会は、元東京電力HD安

全啓発・創造センター所⾧の小池明男氏をお招きし、東電が直

面した教訓をベースに、失敗しない組織と人の在り方について

お話しいただきました。 

 

今日話をする前に、まず 15 年前のあの原発事故について、当事者の一人として心からお

詫びをしなければならない。私はあの痛恨の失敗を二度と繰り返さないために、失敗しない

「人と組織」とはどうあるべきか、3 万人の社員一人ひとりと向き合い、対話を重ねてきた。 

事故の根本原因を探ると、設備の不備だけでなく、ルールからの逸脱が日常化した「組織

文化の劣化」に行き着く。設備やルールを整えても、それを扱う人間の意識が歪んでいれば、

重大な事故は防げない。当時の組織には「安全は既に確立されている」という根拠のない安

全神話が蔓延し、経営から現場に至るまで危機意識と想像力が失われ、深刻な思考停止を招

いていたのだ。 

人間は、手間や時間を省くために「近道行動」を選びがちだ。そして「誰も見ていないか

ら大丈夫だろう」と都合の良い理由で自分を正当化してしまう。こうした無意識の「歪んだ

前提」が防護壁に穴を開け、取り返しのつかない事態を招いた。これは、昨今の超一流企業

で起きている品質不正などの不祥事とも共通する病理である。 

組織を変えるには、単にマニュアルを配るだけでは不十分だ。私は、一人ひとりが本音を

ぶつけ合う「車座対話」を全社員で実践した。上からの押し付けではなく、事故の教訓を自

分の言葉で語り、「なぜそれが必要なのか」を腹落ちさせる。自ら問いを立て、納得して初

めて、人は主体的に動き出す。この「自律性」こそが、健全な組織文化を支える最も重要な

柱になるのだ。 

自律性の源泉は仕事に対する「誇り」にある。自分の仕事が

誰かの命や暮らしを守っているという実感を持ち、上司と部下

が信頼し合える関係を築くことだ。エンゲージメントが高まれ

ば、異論を尊重し合い、小さな異変も見逃さない風土が育つ。 

失敗しない「人と組織」とは、事故ゼロを過信して満足する

組織ではない。常に現状を疑い、終わりのない改善を泥臭く続

けていく組織だ。社会への責任を問い続け、自律して行動する

こと。その歩みを止めない姿勢こそが、変革への唯一の道だと

私は信じている。 
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